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平成 30 年度市民講演会 「『駅で落ちない噺』からの障害理解」 開催報告 

 

1．開催状況 

開催日時：平成 31 年 2月 10 日(日) 午後 1:30～４:30 

会  場：中区役所ホール 

参加者数：３６２名 

 

２．プログラム 

＜開会＞  

主催者あいさつ 杉山勝健康福祉局長（5 分） 

＜第一部＞ 創作落語＆トーク「『駅で落ちない噺』からの障害理解」（70分） 

講師：上方落語協会：会員  桂 福点 氏 

【桂福点氏の口演の概要】 

 前半のトークでは、全盲である自身の障がい特性について、あらかじめ資料袋にセットしていたビニ

ール袋を用いて、聴衆に様々なレベルの見えにくさを体験してもらった。その上で、駅のホームの危険

性について考えてもらうため、演者自ら舞台上から飛び降りてみせ、この舞台であればよじ昇れるが、

実際のホームは舞台より 20 ㎝以上高く、自力では

昇れないことを説明。次に、万一ホームから落ちてし

まった場合の待避所について、実演を交えたクイズ

形式で聴衆がリアルにその危険性が理解できるよう、

笑いと共に展開した。途中、毎日新聞の花岡記者をゲ

ストとして高座にあげ、福点氏が「駅で落ちない噺」

を創作したいきさつなどについて、語ってもらった。

「転落事故の７割は酔客」という取材を通じて、ホー

ムドア設置などの安全性向上は、障がい者のためだ

けではなく、すべての乗客の安全を守るためである

ことを強調した。 

後半の創作落語では、映像や特殊効果音、音楽をふんだんに取り入れ、聴衆を噺の中に引き込んでい

った。ご当地ネタもちりばめて笑わせながら、誰もが気軽に声をかけあうことで住みやすい街がつくら

れるという人情噺としてしめくくった。 

※落語部分の情報保障については、福点氏からシナリオを提供いただき、当日希望者に貸出（2 名利用） 

＜第二部＞  

シンポジウム『障害者ある人もない人も共に生きる地域社会を目指して』（90 分） 

コーディネーター：瀧   誠 氏（愛知淑徳大学 社会貢献学部 教授） 

シンポジスト：〇岡田ひろみ 氏（愛知県自閉症協会・つぼみの会副理事長） 

        ○堀田   明 氏（名古屋市精神障害者家族会連合会会長） 

○田中 伸明 氏（名古屋市視覚障害者協会会長） 

○牛田 正美 氏（愛知県難病団体連合会事務局長） 

     ○大脇 千鶴   （名古屋市健康福祉局障害福祉部 主幹） 

【シンポジウムの概要】 

神村センター長 

・事例集を資料として、障害者差別解消法のポイントについて説明するとともに、4 名のシンポジスト

に関連する事例を紹介した。 

 



岡田氏 

・当事者は、差別を受けてもなかなか自分からは声を出しにくい。 

・個々の障がい特性（変化に弱い、など）を理解してもらうことが大事。 

・災害時の対応は多少進んだ。安心・安全への配慮が街中に育つことを願う。 

堀田氏 

・名古屋市の精神疾患者は約７万人、手帳所持者は約 

2 万 5 千人、世間の偏見や無理解は変わっていない。 

・不動産の事例は、ある意味典型例。法律や条例が必要  

ない社会を願う。 

田中氏 

・法は施行されたが世間の認知はまだこれから。この 3  

 年間、相互の理解と協議が大事であると訴えてきた。 

・協議が整わなかったとき、個を尊重しながら解決まで

導くことが大事と考え策定に関わってきた。差別解消法も条例も、社会全体で育てていくものである。 

牛田氏 

・6 年前から、難病患者も障がい福祉サービスの対象になった。 

・障がい福祉サービスでは、障がいは固定されたものという枠組みの中で考えられていたが、難病患者

は症状そのものに波があり、かつ、進行していく。 

・差別があったときには、共有し理解を進める啓発が大事であるので、その役割を担う相談センターを

活用しよう。障がい理解の「見える化」が必要。 

大脇主幹 

・条例の基本理念は、対立ではなく理解と協議。障がい理解、子どもたちへの共生の心の育成が大事。 

・合理的配慮の民間事業者への義務化は、事例を積上げ全体の理解が高まってからの課題。 

・市条例の特色としては、専門の相談センターを設置し、調整の仕組みを定めたこと。障がい理解とあ

わせて周知・啓発を進めていく。 

瀧氏 

・条例前文を紹介しつつ、「思い込みではなく当たり前に障がい理解がされる風潮をつくっていくこと

を、若い人たちへのメッセージとしたい」と全体をまとめた。 

 

３．アンケート結果 

■アンケート回収数：191 名（回収率 52.8％） 

■主な質問と回答内容： 

⓵参加動機：「桂福点氏の口演に興味があった」133 名（66.5%）、「シンポジウムに興味があった」 

61 名（20.1%）、「障害者差別解消法に興味があった」61 名（20.1％）、「新しく施行される条例に

関心があった」39 名（12.8%） 

②第 1部の満足度：「とても良かった」116 名、「良かった」64名（併せて 180名、94.2％） 

③第 2部の満足度：「とても良かった」38 名、「良かった」77 名（併せて 115 名、85.8％） 

（２部は参加していないと思われる方が 60 名、アンケート母数を 131名として算出） 

④障害者差別解消法の認知度：「名前も内容も知っていた」65 名（33.9%）、「名前だけ知っていた」

59 名（30.7%）、「知らなかった」41 名（21.4%） 

⑤市条例の認知度：「名前も内容も知っていた」29名（15.2%）、「名前だけ知っていた」44名（23.0%）、

「知らなかった」93名（48.7%） 

⑥感想：「ビニール袋での当事者体験がよかった」「困っている人には声を掛け、手伝おうと思う」「子ど

もたちへの教育が必要だと思った」「障がい者を可哀そうと思う気持ちが変わった」等 


